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報道発表資料 
平成 22 年 9 月 14 日 

フォーティネットジャパン株式会社 
図研ネットウエイブ株式会社 

 

フォーティネットが日本国内初の認定トレーニングセンターを開設 
～ディストリビュータの図研ネットウエイブが 9 月より運営開始～ 

 
UnifiedThreatManagement/統合脅威管理(以下、UTM)市場のリーディングベンダー、

Fortinet® (本社：米国カリフォルニア州サニーベール、日本法人：フォーティネットジャ

パン株式会社、東京都港区、代表取締役社長：新免泰幸、http://www.fortinet.co.jp/ 以下、

フォーティネット) は本日、日本国内で初となる認定トレーニングセンター (ATC) を開設

したことを発表しました。本トレーニングセンターは国内ディストリビュータの図研ネッ

トウエイブ株式会社（本社：神奈川県横浜市、代表取締役社長：中村郁生、

http://www.znw.co.jp/ 以下、図研ネットウエイブ）によって運営され、認定資格者を育成

することによりパートナーを通じたお客様への提案とサポートを強化することを目的とし

ています。本年度は東京、大阪を中心として開催し、来年度は全国レベルでの開催を計画

しております。なお、図研ネットウエイブでは初年度において 100 名の認定資格者の育成

を目指します。 
 
フォーティネットの代表取締役社長である新免泰幸は次のように述べています。 
「日本国内初の ATC を図研ネットウエイブ様の御協力の下で開設できたことを、大変喜ば

しく思っています。図研ネットウエイブ様は、2002 年にフォーティネットのディストリビ

ュータになって以来、輝かしい実績を上げています。フォーティネットソリューションに

関する同社の豊富な経験を通じて、当社のリセラーやお客様に高品質のトレーニングサー

ビスをご提供し、特に企業アカウントへのサポートをさらに強化できるようになるものと、

私は確信しています」  
 
この新しい ATC は、FCNSP (Fortinet Certified Network Security Professional)認定レベ

ルへの到達を支援することで、フォーティネットのチャネル パートナーの認定を促進しま

す。最初に開講されるトレーニング セッションは FortiGate 複合脅威セキュリティシステ

ム II です。これらのセッションを受講すると、ネットワーク管理者は FortiGate セキュリ

ティ アプライアンスにおけるコンテンツインスペクション、管理、メンテナンスの分野を

包括的に理解できるようになります。  
 
図研ネットウエイブの代表取締役社長である中村郁生は次のように述べています。 
「フォーティネットの日本国内初となる ATC の開設を喜ばしく思います。フォーティネッ

ト ソリューションのリーディング ディストリビュータとして蓄積したノウハウの下、高

品質のトレーニングをご提供します。トレーニングを積んだエンジニアの数を増やすこと

で、フォーティネットのパートナーやお客様がこれまでよりも容易にフォーティネット製

品の真のエキスパートになり、セキュリティの導入と運営に関するエンドユーザのニーズ

によりよく対処できるよう支援していきます」 
 
フォーティネットのトレーニングに関する詳細は 
http://www.fortinet.co.jp/support/training.html をご覧ください。  
図研ネットウエイブのトレーニングに関する詳細は 
http://www.znw.co.jp/product/fortigate/training.php をご覧ください。 
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フォーティネットについて (www.fortinet.com)  
フォーティネットは (NASDAQ: FTNT) ネットワークセキュリティアプライアンスのワー

ルドワイド プロバイダであり、統合脅威管理 (UTM) のマーケットリーダーでもあります。

フォーティネットの製品とサブスクリプション サービスは、ダイナミックなセキュリティ

脅威に対抗する広範で高性能な統合プロテクション機能を提供しつつ、IT セキュリティイ

ンフラの簡易化も実現します。フォーティネットの顧客には、米フォーチュン誌が選出す

る 2009 Fortune Global 100 の大部分を含む世界中の大規模企業、サービスプロバイダ、行

政機関が名を連ねています。フォーティネットのフラグシップである FortiGate 製品は

ASIC による高速なパフォーマンスを誇り、アプリケーションやネットワークの脅威から保

護する多層セキュリティ機能が統合されています。フォーティネットの幅広い製品ライン

は UTM にとどまらず、エンドポイントからデータベースやアプリケーションなどの境界や

コアに至る大規模エンタープライズのセキュリティを保護します。フォーティネットは本

社をカリフォルニア州サニーベールに構え、世界中にオフィスを展開しています。 
 
図研ネットウエイブについて(http://www.znw.co.jp) 
図研ネットウエイブは、急速な発展とともに多様な課題を抱えるインターネット市場に独

自のソリューションによってビジネス展開するために株式会社図研の出資により設立され

ました。2002 年よりフォーティネットのディストリビュータとして販売を開始し、累積で

10,000 台以上の機器販売実績があります。また、5 度の No.1 ディストリビュータ賞にも輝

いており、フォーティネット製品に精通した SE が導入から運用・サポートまで包括的な技

術支援を提供しています。図研ネットウエイブでは、企業ネットワークにおける外部から

の脅威、内部からの情報漏洩といった問題に対するネットワークセキュリティソリューシ

ョンだけでなく、今後急速に進化する仮想化環境に最適なクラスターストレージやクラウ

ドサービスにいたるまであらゆる企業ニーズに応える高いバリューの製品とプロフェッシ

ョナルサービスを提供します。 
 
 
■本リリースのお問い合わせ先 

図研ネットウエイブ株式会社 
マーケティング部 

電話：045-473-6821 / FAX：045-473-1782 
E-mail：info@znw.co.jp 
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